













はじめに ─  問題の所在 ─
幕末の嘉永 6年（1853）6月 3日、アメリカ東インド艦隊司令長官 M . C . ペリーが軍艦






























より 5～6里四方の地域を上知した上で（2）、同年 6月 30日、箱館奉行を最置し、勘定吟味
役竹内保徳を同奉行に任じた。席順は下田奉行の次席である（3）。幕府が箱館奉行を再置し
た直接的な要因は、いうまでもなく安政元年（1854）3月 3日調印の「日米和親条約」、



















































































































































































（10） 『幕末外』13- 165。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）。
（11） 『幕末外』13- 121。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）。
（12） 『幕末外』13- 164。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）
（13） 『幕末外』27- 138。「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻史料 1。1936年）。








 場所請負人の運上金 : 292両、
 別段上納金 : 167両永 100文、






 場所請負人の運上金 : 67両 2分、
 別段上納金 : 14両 3分永 50文、





 場所請負人の運上金 : 2, 325両 1分永 150文、
 別段上納金 : 728両 3分永 125文、






 場所請負人の運上金 : 1, 839両、
 別段上納金 : 287両 1分、










 場所請負人の運上金 : 2, 435両、
 別段上納金 : 532両 3分永 50文、







 場所請負人の運上金 : 2, 500両、
 別段上納金 : 370両、




額のみを比較すると、秋田藩が 3, 054両余、仙台藩が 2, 967両余、会津藩が 2, 870両余、
































































の内容は、クシュンコタンに勤番所 1軒、運上家 1軒、遠見番所 1軒、板藏 30軒、茅藏
1軒、弁天社 2軒、漁小屋 1軒で、同所以外のアニワ湾沿岸部に茅藏 53軒、板藏 26軒、
漁小屋 20軒、弁天社 1軒、通行屋 3軒、シラヌシ（現クリリオン）からノタサム（現チェー
ホフ）に至る西海岸部にシラヌシの会所 1軒の外に板藏 19軒、茅藏 12軒、漁小屋 11軒、
通行屋 1軒、休所 2軒、泊所 1軒であった。
また別の史料（18）によって安政 3年（1856）6月現在の同場所の概要を見ると、当時の運
上金は 1, 560両で、場所内に設置された建物が会所 1棟（シラヌシ｛現クリリオン｝）、勤
番所 1棟（クシュンコタン｛現コルサコフ｝）、運上家 1棟、御武器蔵 1棟、通行家 4棟、













船 3艘、磯船 13艘、橋船 5艘で、安政 2年の主要な出産
物は、春鯡 : 8, 766. 8296石、塩鱒 : 2, 943. 98石、海鼠 : 1. 6435石であった。
また、場所内のアイヌの家数と人口は、373軒、2, 694人で、内「役土人」が 51名、そ
の内「惣乙名」が 5名、「脇乙名」が 4名、「惣小使」が 3名、「乙名」が 3名、「小使」が
8名、「御土産取」が 28名で、「平土人」が 886名、「女之子（メノコ）」が 1, 065名、「セ






























































（22） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。





























（24） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。






































































































































（28） ニコライ・ブッセ著・秋月俊幸訳『東洋文庫 715・サハリン島占領日記 1853- 54 : ロシア人の見た日本人と
アイヌ』（平凡社、2003年 4月。171頁）。





































（29） 箱館奉行所文書『安政五午年・北蝦夷地出仕之部蝦夷地御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（30） 箱館奉行所文書『安政五午年・北蝦夷地出仕之部蝦夷地御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。







































（32） 箱館奉行所文書『安政六巳未年・北蝦夷地出仕之部御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。



























中雇土人」の給料は、男 1人（上 : 米 8升入れ 24俵｛1石 9斗 2升｝、中 : 18俵｛6斗 4升｝、
下 : 10俵｛2斗 2升｝）、女 1人（上 : 16俵｛1石 2斗 8升｝、中 : 4俵｛3斗 2升｝、下 : 3





















る者 64人、越年者 50人）、労働可能なアイヌを約 1, 000人と試算している。
また、近世におけるアイヌ民族との交易米は、寛文 9年（1669）のシャクシャインの戦



























































































のことあらハ、裁斷は其所の雙方の司人（t h e  l o c a l  a u t h o r i t i e s ）共へ任すへし。若其司







































（43） 箱館奉行所文書『慶応三卯年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（44） 箱館奉行所文書『慶応四戊辰年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（45） 箱館奉行所文書『慶応四戊辰年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。
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